
冨
吊
ご
ロ
ぐ
閏
閏
ご
勺
制
勝
》
団
巴
画
目
員
＠
ら
目
．

【
編
著
書
】
言
８
．
印
○
○
厨
〕
○
戸
四
目
序
ぐ
ｇ
》
頭
．
少
．
酔
国
巨
白
○
国
辱
‐

弓
同
四
国
印
己
○
門
扇
・
巨
富
姫
吋
胃
の
刷
旦
国
○
。
】
句
自
己
９
ざ
自
由
コ
ユ

牙
①
ロ
①
く
里
呂
目
の
昌
呂
両
ａ
Ｏ
９
冒
巳
○
喝
』
鴎
ｌ
麗
函
冒

冨
の
○
．
国
ｇ
ｏ
厨
ゞ
○
戸
四
目
○
国
弓
呂
①
巨
勺
．
甸
．
帝
身
・
）
“

目
蔚
国
尉
８
１
８
－
口
の
ぐ
里
呂
目
①
貝
ａ
で
ご
望
ｇ
ｏ
四
８
一

目
ゴ
○
こ
い
胃
．
国
呉
口
角
》
ｚ
の
言
母
○
吋
家
ら
＄
．

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
同
封
の
申
込
害
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
○
原
稿
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

本
号
で
は
三
号
の
大
鳥
蘭
三
郎
前
理
事
長
・
名
誉
会
員
に
続
い
て
、

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
宗
田
一
常
任
理
事
の
追
悼
特
集
を

組
む
こ
と
が
で
き
た
が
、
両
先
生
を
送
っ
た
こ
と
で
、
改
め
て
本
年
が

こ
の
学
会
に
と
っ
て
損
失
の
大
き
い
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

こ
の
執
筆
時
点
で
も
、
ま
だ
本
学
会
の
主
要
行
事
は
残
っ
て
い
る
が
、

歳
末
と
寒
気
の
迫
っ
て
い
る
折
か
ら
、
会
員
読
者
各
位
の
ご
自
愛
と
ご

健
祥
を
祈
っ
て
筆
を
措
く
。
（
三
輪
卓
爾
）

年
四
回
刊
行
の
本
誌
の
本
格
的
な
査
読
（
審
査
）
制
度
採
用
と
と
も

に
、
そ
れ
ま
で
隔
月
開
催
だ
っ
た
編
集
委
員
会
は
毎
月
開
催
が
原
則
に

な
っ
て
い
る
が
、
全
委
員
が
他
に
本
業
を
持
っ
て
い
る
現
状
で
は
こ
れ

以
上
の
密
度
は
不
可
能
で
、
合
議
制
維
持
の
た
め
に
も
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

電
話
・
速
達
な
ど
の
行
き
交
う
日
々
が
続
い
て
い
る
。
査
読
制
度
採
用

直
後
の
両
三
年
と
違
っ
て
、
現
在
で
は
投
稿
が
活
発
で
円
滑
な
刊
行
を

支
え
て
頂
い
て
い
る
の
は
有
難
く
、
今
後
と
も
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

に
、
文
献
目
録
が
例
年
よ
り
量
が
多
く
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
厚
い
号
に

な
る
恐
れ
を
生
じ
た
た
め
急
遥
、
掲
載
既
定
の
連
載
資
料
を
四
号
送
り

に
さ
せ
て
頂
き
、
目
録
の
頁
当
た
り
収
載
量
を
増
や
す
な
ど
し
て
、
ど

う
に
か
本
誌
と
し
て
タ
イ
記
録
の
厚
さ
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
編
集
後
記

一

本
年
の
最
終
号
を
お
届
け
す
る
運
び
に

な
っ
た
。
前
号
（
三
号
）
で
は
発
刊
間
ぎ
わ

681 (183)


